





































科研費の採択課題数は，2011 年度 9 件（1,417 万円），2012
年度 13 件（1,742 万円），2013 年度 13 件（3,731 万円）で
あり順調に増加しています． 
【学術成果の情報発信】
国際誌に掲載された学術論文については，2011 年は 7 本
（インパクトファクタ （ーIF）：16.531），2012 年は 6 本（IF：
11.091），2013 年は 8 月 27 日時点で 11 本（IF：28.023）で
あり順調に増加しています．
論文が掲載された主な雑誌は，Clinical Neurophysiology
（IF 3.14 4 本），Brain Research（IF 2.88 3 本），Brain 
Topography（IF 3.67 2 本），BMC Neuroscience（IF 3.00 2


















5 課題を設定し，各課題介入前，介入終了 2 分後および 10
分後に M1 の興奮性を評価した．その結果，tDCS のみを実
施した場合は介入後に M1 の興奮性が増大するが，その効果
は，随意運動および他動運動を併用することにより減弱させ




による M1 興奮性の変化 
 
図１．他動運動直後の脳活動部位  
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